
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 本太 小学校 ）     学校番号 ００６                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 笑顔あふれ、規律ある学校  磨き合い・学び合い・高め合える学校  組織力を十分に発揮できる学校        

          

重 点 目 標 

１ 主体的に考え、行動し、豊かに交流できる児童をはぐくむ教育活動の推進 
２ 他者と豊かにかかわり、節度ある児童の育成と安心・安全な教育環境づくり 
３ 保護者、地域との連携強化による、信頼される学校づくりと愛校心の醸成 
４ 学校力を向上させ、教職員の誰もが働きがいを感じる学校づくり 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年３月５日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

（現状） 

○全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で

は、国語、算数共に全国、市平均と比べ良好な

結果である。また、単元ごとに実施しているﾜｰｸ

ﾃｽﾄ等の評価テストの結果も 90％程度の高い達

成率を示している。 

○自分たちで、課題を見出し、それを ICT 等の多

彩なツールで解決しようとする態度と能力が萌

芽し始めている。 

（課題） 

○全国学力・学習状況調査の分析から、苦手な問

題や難しい問題にぶつかると、問題に取り組む

前にあきらめてしまう傾向が若干見られる。 

○児童アンケートによる ICT の活用状況が学年・

学級差がある。故障機の対応により、１年生のﾀ

ﾌﾞﾚｯﾄ端末が十分に確保できていない。 

○学びの自立と

個別最適化、

探求化を可能

にする ICT の

効果的な活用 

〇児童が、自ら

学習課題を設

定する主体的

な学びの推進 

①全国学力・学習状況調査の振り返りや

単元ごとのﾜｰｸﾃｽﾄ等を通して、自らの

学習課題を見出し、解決策を探れるよ

う学びの自立化を図る。 

②引き続き、各教科の授業でﾃﾞｼﾞﾀﾙの優

位性を存分に生かせるような授業実践

にチャレンジし、個別最適で探求化な

学びの在り方について探っていく。 

①児童が自己採点の結果を基に、自らの

学習状況を把握し、自分に合った目標

を立て、達成に向けて主体的に学びを

進めることができたか。 

②学校自己評価において、主体的な学び

に関連する項目において、８５％以上

の児童が肯定的な回答をしたか。 

①全国学力・学習状況調査の結果を見る

と、国語において大きな伸びが見られ

る。また、日常の学習においても表現

力の向上が強く感じられる。 

②学校自己評価においても主体的な学び

に関連する項目は概ね 85％を超えるこ

とができた。 

A 

①子どもたちの学びを個別最適化

させ、さらに主体性と自主性を

促進させる授業の改善に努め

る。 

②子どもたちが、課題を考え自ら

学習に取り組める授業を学年段

階に合わせて工夫していく。 

 

・教職員の頑張りが子どもた

ちの学ぶ意欲や学力の高さ

に反映されている。引き続

き、子どもたちが主体的に

学ぶことができる授業の工

夫に努めてほしい。 

・ＩＣＴの積極的な活用が学

力向上につながるものと考

える。 
○ＳＳＳＰを最

大限活用した

授業改善の推

進 

〇防災教育の深

化 

①ｽｸｰﾙﾀﾞｯｼｭﾎﾞｰﾄﾞの日常的な活用によ

り、児童の実態に応じた学びを確立で

きるよう OJT を中心とした恒常的な研

修体制を確立する。 

②校内の GIGA 部を充実させ、授業活用

と環境整備を両輪として推進できるよ

うにする。 

③実践的な防災教育の推進 

①ｽｸｰﾙﾀﾞｯｼｭﾎﾞｰﾄﾞの活用方法について、

教職員で理解し、各学年の授業で反映

できるようになっているか。 

②ICT の活用に関する児童アンケートの

結果が、全学級で市平均を上回ること

ができたか。 

①無回答率については、確実に減少して

いる。授業の中で、児童の粘り強く自

力解決する姿が多く見られるようにな

ってきた。 

②ＩＣＴの活用は、活用からいかに工夫

できるか、の段階に入っている。 

B 

☆ＳＳＳＰの最大活用を試行錯誤

の中で一歩ずつ進め、本校に合

った活用方法を生み出す。 

☆防災教育への関心は学校・保護

者・地域の中で大変高まってい

る。今後、本太中学校区での

小・中連携の具体を探る。 

2 

（現状） 

○不登校傾向の児童が複数名在籍している。必要

に応じて、専門機関や学校の専門職とのつなが

りをもち、対応している。 

○心と生活のアンケートや児童理解研修等を活用

し、児童の不安や児童間のトラブル等の生徒指

導案件には、迅速な組織対応をしている。 

〇報告・連絡・相談・見届けを徹底させている。 

（課題） 

○老木の倒壊危機、敷地が二分されていることに

より生じてしまう死角の危機。 

〇首都直下型地震に対する備えを保護者・地域と

一体となって理解し、整備を進める。 

○児童一人ひと

りが肯定的な

人間関係を構

築し、豊かな

学校生活を送

れるよう保護

者と連携した

生徒指導・教

育相談体制の

更なる充実 

①欠席状況や教室での様子を丁寧に観察

し、気になる児童については、ＳＣや

ＳＳＷを含め組織的に対応し、必要に

応じて関係機関とつなぐ。 

②新設した教育計画推進部を中心に生徒

指導、教育相談体制を更に充実させ

る。 

①年間３０日以上欠席している児童が、

前年度に比べ１５％以上削減すること

ができたか。 

②学校評価において、「学校が楽しい」

と肯定的な回答をした児童が９０％以

上にすることができたか。 

①年間 30 日以上欠席している児童につ

いては、ほぼ前年度と同様の結果であ

る。引き続き努力を要する。 

②約 95％の児童が「学校が楽しい」と回

答している。さらに一人ひとりに目を

向けて、丁寧な指導に取り組んでい

く。また、保護者や行政の関係機関と

の連携も積極的に図ることができた。 

 

 

 

B 

☆保護者との連携をさらに充実さ

せるため、SC や SSW を活用した

積極的な教育相談体制を今後も

充実させていく。また、関係行

政機関との情報交換、連携につ

いてもさらに充実させていきた

い。 
 

・「学校が楽しい」と回答し

ている児童が多いのは、教

職員の努力の賜物といえ

る。これまでの取組に自信

をもって、より一層教育活

動を推進してもらいたい。 

・マイスクールファンドを安

全面の強化のために活用さ

れたことは大変有効であ

る。 
〇安全・安心で

美しい教育環

境の整備 

〇実践的な防災

教育の推進 

①日々の点検で危険個所を早期に発見し

安全措置を速やかに行う。 

②保護者・地域と連携した防災教育、防

災体制を計画的に進める。 

①危険箇所を処理することができたか、

または関係機関に報告できたか。 

②より実践的な避難訓練を実施し、保護

者・地域と協議することができたか。 

①修繕漏れに関わる事故は発生していな

い。 

②マイスクールファンドを活用して学校

の安全度を向上させることができた。 

 

A 

☆首都直下地震を想定しながら、

本校の安全度を高められるよう

学校・保護者・地域の情報を共

有し、引き続き丁寧に取り組む

必要がある。 

3 

（現状） 

〇学校運営協議会、PTA 本部会・運営委員会、本

太ｽｸｰﾙﾈｯﾄﾜｰｸ、SSN、社会福祉協議会、青少年育

成本太小地区会、本太公民館運営協議会などを

通して、重厚なｽｸｰﾙ・ｺﾐｭﾆﾃｨｰが形成されてい

る。 

（課題） 

〇学校運営協議会をはじめとする既存のネットワ

ークを更に深化・充実させ、教育活動の充実を

図る。 

〇首都圏直下型の大地震に備え、学校・家庭・地

域が連携した防災体制の整備。 

〇学校、地域、

家庭の持続可

能な連携・協

働 体 制 を 深

化・充実させ

る。 

 

①積極的に学校教育に関する情報を発信

し教育活動に対する理解を深めていた

だき、学校・家庭・地域の連携をより

強化なものとする。 

②学校行事への参加招聘、保護者・地域

行事への積極的な参加。 

①ブログによる校長通信「教育は愛」を

継続更新できたか。 

②地域と連携した行事への参加を 90％

以上行うとともに、本校の学校行事へ

の招聘活動を学期に１回以上できた

か。 

①ブログの更新は、毎日行うことができ

た。アクセス件数 50 万件を超えてお

り、保護者・地域の皆様からの評判も

さらに高まっている。 

②目標に掲げた回数は達成することがで

きた。 

A 

☆保護者・地域の皆様との一体感

を実感できるようになった。今

のあたたかい連携をさらに深め

られるよう一層の情報発信と協

働に努めていく。 

 

・学校からの情報発信によっ

て学校の様子がよく分かる

ようになった。学校、地

域、家庭が連携して子ども

を育てていく風土がこれま

で以上に醸成されていくこ

とが望ましい。 

・災害時における、中学校区

での引渡しの仕組みが整備

されてきたことは素晴らし

いことである。 

〇学校運営協議

会等における

熟議の充実 

〇防災に対する

熟議の実施 

①実践的な引き渡し訓練を実施し、その

様子について、学校・保護者・地域で

熟議し、首都直下型の地震への備えを

充実させる。 

①学校運営協議会を年３回、着実に実施

することができたか。 

②実践的な引き渡し訓練を実施し、保護

者・地域の方と熟議することができた

か。 

①学校運営協議会では、児童によるプレ

ゼン発表を取り入れ、好評だった。本

太中学校、浦和中・高等学校との連携

も充実している。 

②PTA 本部と育成会本部との給食試食会

を実施し、互いの交流を深めることが

できた。 

A 

☆首都直下地震への危機感と備え

について、学校、保護者・地域

と熟議を始めている。今後、本

太中学校区で積極的に話し合

い、兄弟等の安全かつ迅速な引

渡しの仕組みを整えたい。 

4 

（現状） 

〇研究熱心で教育に対する情熱を持つ教員が多

く、本年度より新たな手法による学校課題研修

に取り組もうとしている。 

〇校長の学校経営方針を踏まえ、学年主任を中心

に、主体的な学年運営がされている。 

（課題） 

〇教職経験が浅い若手教員を各学年に配置してい

るため、児童・保護者のニーズに応える授業力

の向上を図らなくてはならない。 

〇仕事のストレス判定図を見ると仕事の量的負荷

尺度が全国平均を上回っている。 

○学校経営方針

を踏まえなが

ら、各学年主

任や各主任が

創意工夫する

楽しさの実感 

〇教職員の明る

く肯定的な人

間関係の構築

による働き方

改革の推進 

①校内研修では「研究は個業」という理

念のもと、教員の個別最適化を図り、

ｷｬﾘｱと得意な領域を選び取り組めるよ

うにする。 

②OJT を活性化させ、経験の浅い教師の

授業力向上を支援する。 

③学年主任のマネジメント裁量を拡大

し、失敗を恐れず、創意工夫とチャレ

ンジ精神を持って教育活動を推進し、

仕事のコントロール尺度をさらに大き

くして、働き方改革を推進する。 

①教員のｷｬﾘｱや特性を生かした本校独自

の校内研修ｽﾀｲﾙに取り組むことができ

たか。 

②学校評価における「授業の工夫改善」

の項目において、肯定的な回答が

80％以上になったか。 

③仕事のストレス判定図による総合した

健康リスクの値が男性 59 未満、女性

55 未満になったか。 

①教職員一人ひとりが意識を高くして、

個業をモットーとした研修に積極的に

取り組むことができた。 

②受動的な授業研究ではなく、主体的な

授業研究に取り組もうとする姿が少し

ずつ見られるようになってきた。 

③ストレス判定の結果が男性 55、女性

61となり、女性教職員の働き方の在り

方を検討していく必要があると感じて

いる。新たにプレミアムデーの設定や

学校だより等で働き方改革について協

力を求めるメッセージを発信した。 

B 

①「研究は個業である」の言葉通

り、教員一人ひとりが主体的に

研修に取り組んでいる。互いの

研究成果を基にさらなる充実を

図り学校力の向上に努めたい。 

②OJT の気風が一部の教員から感

じ取れるようになってきた。さ

らに、教員の意欲が向上する雰

囲気づくりに努めたい。 

③教員間のジェネレーションギャ

ップは、今後、解決しなくては

ならない課題である。 

 

・子どもたちに個別最適化の

学習を求めている中で、教

職員が自ら、忙しい中でも

個々に課題を設定し研究を

されていることに頭が下が

る。謙虚に学び続ける姿勢

は子どもたちにも伝わり、

よい影響を与えると考え

る。 

・教職員が健康で生き生きと

働ける職場環境の整備に一

層努めてもらいたい。 


